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ある。すなわち，この年譜では「1957 年　58 歳，7 月，誤って「右派」に区分される。








































































































































































会学部論集』，第 56 号，佛教大学社会学部，pp.131-145 および李剣華著・星明訳，2017 年 9 月，「社



















（7） ジョージ・C・マーシャル（1880 - 1959）はアメリカの陸軍軍人，政治家。1945 年 12 月，アメリ
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【資料 1】　潘光旦主要著作目録（訳書を含む）
馮小青 新月書店 　1927 年 9 月初版
　1929 年 8 月再版
中国之家庭問題 新月書店 　1928 年 3 月初版
商務印書館 　1934 年 4 月再版
優生概論（人文生物学論叢第一輯） 新月書店 　1928 年 10 月初版
商務印書館 　1946 年 1 月再版
日本徳意志民族性之比較的研究 新月書店 　1930 年 4 月
読書問題 新月書店 　1930 年 11 月初版
Henry Havelock Ellis：性的教育（訳） 青年協会書局 　1934 年 8 月
Henry Havelock Ellis：性的道徳（訳） 青年協会書局 　1934 年 9 月
近代蘇州的人材『社会科学』第 1 巻第 1 期単行本 　1935 年
人文史観（人文生物学論叢第二輯） 商務印書館 　1937 年 5 月
民族特性與民族衛生（人文生物学論叢第三輯） 商務印書館 　1937 年 7 月
明清両代嘉興的望族 商務印書館 　1947 年 12 月
家譜新論（原稿散逸・論文数編あり） 　1937 年作
中国怜人（役者）血縁研究 商務印書館 　1941 年 9 月初版
商務印書館 　1941 年 9 月重印
優生與抗戦（人文生物学論叢第七輯） 商務印書館 　1944 年 3 月重慶初版
Thomas Henry Huxley：自由教育論（訳） 商務印書館 　1946 年 3 月重慶初版
Henry Havelock Ellis：性心理学（訳） 商務印書館 　1946 年 4 月重慶初版
三聯書店 　1987 年 7 月重印
自由之道 商務印書館 　1946 年 9 月
政学罪言 観察社 　1948 年 4 月
優生原理（訳編） 観察社 　1949 年 4 月初版
天津人民出版社 　1981 年 11 月重印版
F．エンゲルス：家庭，私産與国家的起源（訳） 　 1951 年訳注，1964 年原稿を
校正するが未出版
蘇南土地改革訪問記（全慰天との共著） 三聯書店 　1952 年 8 月
浙贛両省 民訪問報告（散逸） 　1957 年作
従徐戎到 族（散逸） 　1961 年以前作
中国境内猶太（ユダヤ）人的若干歴史問題―開封的中国猶太人 北京大学出版社 　1983 年 3 月第 1 版
C.R. ダーウィン：人類的由来（胡寿文との共訳） 商務印書館 　 1986 年 5 月（世界学術名著
叢書）
鉄螺山房詩草 群言出版社 　1992 年 1 月
潘光旦民族研究文集 民族出版社 　1995 年 4 月








　 潘光旦，字は仲昴。中国の社会学者，優生学者，民族学者，教育者である。1899 年 8 月 13 日生まれ，
1967 年 6 月 10 日逝去，享年 68 歳（満 67 歳）。
1899年 8 月 13 日　江蘇省宝山県羅店鎮（現・上海市）の知識人の家庭に生まれる。父・潘鴻鼎は清の光
緒 24 年戊戌科二甲の合格者 13 名の進士の一人であり，かつて翰林院の編纂記録職を務めた。
1905年　6歳，羅店鎮の私塾で学ぶ。
1906年　7歳，上海大東門内火神廟のある小学校で学ぶ（すなわち「養正学堂」か）。














妻・趙瑞雲，江蘇嘉定のひと，1898 年生まれ。江蘇省立女子蚕業学校卒業，かつて蚕業教育の仕事に 6 年
間従事。結婚後は，家事を切り盛りする。1958 年病死。4 人の娘，乃穂，乃穆，乃和，乃谷はそれぞれ生
物学，歴史，軍医，農業機械を学ぶ。4 人とも共産党員。韓明謨は，潘光旦の 4 人の子女についてうえの
ように記しているが，二女潘乃穆は1982年に北京大学社会学部が正式に成立した時，学部の副学部長であっ
たし（学部長は袁方，www.Shehui.pku.edu.cn の「北大社会学系之歴史沿革」参照），四女潘乃谷は 1988 年，
北京大学社会学部・社会学人類学研究所の所長であった（喬健，2000 年，「記 “潘光旦紀念講座” 之籌并
追念潘光 」，陳理・郭衛平・王慶仁主編，前掲，p.25）。














1927年　28歳，5 月 1 日，『時事新報・学灯』の編集を担当する。『学灯』に掲示し，中国の家族問題に
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ついて意見を募り，のちにそれらを分析して発表した。




1928年　29歳，3 月，新月書店から『中国之家庭問題』を出版。1929 年 4 月再版，1931 年第 3 版は商
務印書館から出版。
3 月，聞一多らと『新月』（月刊）を創刊する。ここから，文壇では “新月派” と呼ばれる。10 月，新月書
店から『人文生物学論叢』第一編を出版。再版時は，『優生概論』と改名。
1929年　30歳，
10 月，東南社会学会の『社会学刊』第 1 巻第 2 期に「優生と文化－孫本文先生との討論－」を発表。
12 月，『自然淘汰と中華民族性』を新月書店から出版。
1930年　31歳，光華大学文学院院長ならびに教科担当に 1931 年まで就く。家譜学などの課程を開設する。






4 月，「小青考証補録（上編）」を発表し，『人間世』第 2 期に掲載。下編は『人間世』第 3 期に掲載。
9 月，H. エリスの「性的道徳」を翻訳し，上海の青年協会書局から出版。9 月 1 日から母校の清華大学社




華大学教務長に就く（1946 年 7 月まで）。
1937年　38歳，9 月 16 日，北京を離れて南下。28 日，長沙臨時大学教授に就く，入学手続き係りの主
任を兼務。
1938年　39歳，西南連合大学教授に就く（1946 年 7 月まで），教務長（1938 年 7 月まで），清華大学図
書館主任を兼務（1946 年まで）。
1939年　40歳，8 月，清華大学秘書長を兼務（1941 年 7 月まで）。
1940年　41歳，『今日評論』に多数の論文を発表。






1944年　45歳，「知識青年の兵役を激励する」を発表し，『自由論壇』増刊第 7 期に掲載。11 月，民盟
雲南を創立し，機関刊行物『民主週刊』を発刊。潘が社長に就き，編集者の一人となる。11 月，重慶で 5
大学社会学部の招きにこたえて「社会学者と中国社会」の討論会を主催。











7 月 14 日，殺害された李公樸のために弔辞を書く。
8 月 9 日，蘇州へ。





1948年　49歳，清華大学は地下党と国民党反動派の闘争なかで，12 月 15 日に解放を迎えた。潘は共産
党の保護のもとで欣然として解放軍を迎えた。
1949年　50歳，10 月 1 日，建国パレードに参加。10 月，中央人民政府政務院文化教育委員会委員に就く。










1958年　59歳，社会主義学院に入り，学習（1959 年 3 月まで）。















5 月 13 日，危篤に陥り，積水潭病院に入院。
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6 月 1 日，中央民族学院内の自宅に戻り，
6 月 10 日逝去，享年 68 歳（満 67 歳）。
1979年　没後 12 年を経て，冤罪が晴れて名誉回復。
1980年　6 月　没後 13 年，中央民族学院および中国民主同盟中央が追悼会を挙行（潘乃穆，2000 年，「回
憶父親潘光旦先生」，陳理・郭衛平・王慶仁主編，前掲，p.133）。
出典： 韓明謨，2005 年，『中国社会学名家』，天津人民出版社，pp.322‐330 および陳理・郭衛平・王慶仁
主編，前掲などをもとに訳者が作成した。
（ほし　あきら　元現代社会学科教員）
2019 年 4 月 22 日受理

